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境
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図

っ

た

)

い

一

般

の

商

売

を

し

て

お

ら

れ

る

方

、

一
一
圏
転
員
定
数
条
例
の
一
部
改
正
(
消
防
一
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
方
に
つ
い
て
み
ま
す

こ
組
織
法
の
改
正
に
よ
っ
て
、
消
防
署
一
と
、
所
得
金
額
に
応
じ
て
税
金
が
全
額

二
を
置
く
こ
と
に
な
っ
た
の
で
、
消
防
一
免
除
に
な
っ
た
り
、
あ
る
い
は
百
分
の

二
太
部
の
ほ
員
十
九
人
を
お
く
よ
う
改
一
二
十
五
か
ら
百
分
の
五
十
の
税
金
か
軽

二
正
し
た
じ
)
一
滅
さ
れ
ま
す
。
ま
た
所
得
金
面
倒
お
よ
び

一
副
市
民
憲
章
の
制
定
一
被
害
の
程
度
に
よ
っ
て
は
確
定
申
告
の

一
(
市
制
十
周
年
を
記
念
し
、
市
民
二
際
に
雑
損
加
除
を
受
け
る
こ
と
も
で
き

一
人
一
人
が
H
常
生
活
に
お
い
て
、
み
一
ま
す
。
と
く
に
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
場
合

一
ず
か
ら
伸
び
る
た
め
の
回
線
と
し
て
一
は
、
被
害
の
時
期
、
被
害
の
程
度
に
応

一
制
定
、
豊
か
な
市
民
性
の
向
上
に
つ
一
じ
て
被
害
後
の
税
金
が
猶
予
さ
れ
た

η

一
と
め
る
こ
と
と
し
た
)
一
す
で
に
納
め
た
税
金
が
還
付
さ
れ
た
り

一
圃
教
室
奮
貝
の
任
命
に
つ
い
て
同
窓
を
一
し
ま
す
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
税
務
署

求

め

る

。
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に
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災

害

減

免

の

方

法

に

よ

(
現
田
照
合
、
西
尾
両
委
員
の
任
期
満
一
る
か
、
雑
泊
四
削
除
か
の
措
置
を
受
け
る

了
に
よ
っ
て
、
兵
頭
義
高
氏
(
中
村
一
こ
と
と
な
り
去
す
。
大
洲
税
務
署

)
と
水
沼
正
春
(
八
多
書
町
)
を
新

し
く
任
命
す
る
こ
と
に
同
怠
し
た
)
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、

郷

土
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、
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生

産

に

励

み

、

二

、

健
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か

ら
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を
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く

り
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、

観

光
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め
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日
L
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、
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及
展
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動
動
物
悶
H
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船
~
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車
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装
っ
た
自
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車
約
三
十
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と
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種
団
体
一
l
i
l
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お
ど
り
の
パ
レ
ー
ド
で
に
ぎ
わ
っ
た
。
一
い
っ
た
演
技
に
沿
道
の

最
終
日
の
七
日
は
、
市
庁
舎
前
で
花
い
一
手
が
お
く
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
一
も
催
さ
れ
、
各
会
場
と
も
な
か
な
か
の
一
圏
課
設
置
条
例
の
一
部
改
正

っ
ぱ
い
運
覇
参
加
者
の
表
彰
、
大
洲
高
一
こ
の
ほ
か
、
市
内
各
種
団
体
の
協
賛
一
盛
況
で
し
た
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市
川
一
(
別
記
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目
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一
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で
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一
目

7
旬
以
J
勤
続
地
区
長
、
車
一
一
出
自
普
通
り
で
は
午
前
十
一
員
会
付
託
の
の
ち
、
い
ず
れ
も
原
案
可
一

三

三

一

1
4
L・
一
周
年
を
望
、
初
日
の
五
日
に
は
午
一
以
上
勤
総
数
民
一
、
産
苦
労
者
特
別
一
時
か
ら
主
義
的
隊
干
二
可
人
工
決
さ
れ
ま
し
た
。
一

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
}
司
前
十
時
か
ら
市
公
会
堂
で
記
念
宣
を
一
翼
民
間
功
労
者
、
加
古
占
一
塁
、
高
校
生
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
が
/
り
一
可
決
さ
れ
た
議
案
の
う
ち
、
主
主

」

λ

望
、
謀
者
い
対
し
一
分
間
黙
と
一
帯
置
き
丙
九
十
九
人
に
森
永
市
一
出
し
、
午
後
に
は
町
内
子
供
A
お
踊
り
一
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。
一
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M
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つ
を
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さ
げ
た
あ
と
、
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政
γ
功
労
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あ
っ
た
(
合
併
当
時
の
町
村
長
.
議
会
一
月
式
会
で
き
め
ム
ゆ
た
か
行
郷
土
v
市

一

、

市

内

各

市

(

追

加

額

は

一

千

八

百

三

十

七

万

一

一

議
長
、
市
制
後
特
別
窃
付
者
、
前
理
事
一
民
性

ω向
上
を
め
ざ
す
H
市
民
百
P
H
一
れ
ー
し
た
。
千
円
で
、
う
ち
総
務
自
民
の
医
員
給
与
一

農
林
統
計
協
会
で
は
、
来
年
の
二
月

と
斡
せ
ん
し
あ
る
い
は
一
時
間
分
が
賞
二
日
に
行
な
わ
れ
る
一
九
六
五
年
中
間

こ
農
地
中
古
書
官
、
一
取
り
、
時
期
を
み
て
売
買
す
る
な
ど
法
一
農
業
セ
ン
サ
ス
の
標
語
査
募
集
し
て
夕

刊
日
再
で
年
間
約
五
百
件
了
佐
無
視
し
た
悪
質
な
や
り
方
を
す
る
人
一
り
ま
す
。
傑
作
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
0
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実
そ
の
中
に
は
正
規
の
業
一
が
あ
る
の
直
な
い
か
と
苦
わ
れ
ま
一
き
ぞ
ん
じ
の
主
つ
に
、
い
ま
是
の

草
者
で
な
い
(
も
ぐ
り
)
一
す
。
こ
の
よ
-
三
」
と
で
一
結
局
迷
惑
の
一
農
業
は
近
代
化
を
め
ざ
し
て
大
き
く

一
が
一
ブ
ロ
ー
カ
ー
の
仲
介
に
一
か
、
っ
て
く
る
の
は
富
良
さ
党
当
事
一
変
ろ
う
七
て
い
ま
す
。
そ
し
益

改
善
費
、
市
制
十
周
年
記
念
行
事
費
一
署
童
書

ωた
め
の
経
費
毒
部
一

i
よ
っ
て
寄
貝
の
定
ゎ
Z
官
で
す
か
ら
万
や
む
を
え
ず
農
地
盤
喜
一
の
産
業
や
都
市
の
人
々
の
生
活
に
負

財
産
管
室
な
ど
一
一
一
百
七
十
一
万
円
前
受
員
担
金
二
十
一
万
六
千
円
、
一
買
れ
て
い
る
も
の
が
相
当
一
書
さ
れ
る
場
合
に
は
で
き

Z限
り

7な
い
、
魅
力
の
あ
る
豊
島
り

民
生
費
の
二
百
七
十
二
万
二
千
円
、
一
教
室
一
一
月
九
十
八

1て
直
売
数
あ
る
よ
う
に
聞
い
て
一
妻
な
売
買
喜
を
と
ら
れ
る
よ
う
と
出
す
志
の
努
力
が
農
家
を
は
じ
め

諒
暗
接
相
週
刊
誠
司
諸
説
駐
日
一
の
辻
ρ介
者
の
中
顧
問
軒
十
有
権
も
し

L
M
M玲

闘
で
毎
日
つ
づ
け
り

る
補
助
な
ど
一
一
百
一
一
丁
七
万
一
一
一
千
円
一
立
て
工
事
質
問
士
一
高
、
市
制
十
一
地
に
は
、
農
地
室
主
一
用
貸
借
に
よ
る
権
利
を
取
得
す
る
者
及
一
貴
一
九
六
五
年
中
間
農
業
セ
ン
サ
ス
は

商
工
費
の
南
中
小
企
業
者
に
対
す
一
周
年
記
念
行
事
費
補
助
十
三
万
三
千
一
農
〈
研
究
し
て
合
法
的
に
一
世
帯
買
か
そ
の
農
地
の
耕
作
を
行
な
激
し
く
変
っ
て
ゆ
く
果
の
量
と

る
保
評
規
模
を
拡
大
す
る
た
め
の
県
一
円
な
ど
)
一
し
か
も
良
、
心
的
に
処
理
一
わ
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
(
農
地
法
一
農
寄
書
正
確
に
-
つ
つ
し
と
っ
て

保
証
協
会
出
資
金
二
十
五
百
、
土
一
票
裂
読
書
議
会
条
例

τて
い
る
方
も
あ
り
ま
す
が
、
一
部
に
一
芳
三
条
芳
二
項
芳
二
号
)
は
知
事
又
は
白
木
の
農
業
に
正
し
い
蓄
を
与
え

量
の
工
事
暫
定
び
負
担
金
た
ど
豆
菱
重
要
請
、
夏
、
助
役
一
は
口
先
で
皆
さ
ん
の
大
切
な
農
地
を
商
一
農
業
委
員
会
は
許
可
で
き
な
い
こ
と
に
一
る
た
め
に
行
な
わ
れ
ま
す
。

四
十
三
万
一
千
円
、
消
防
費
の
消
防
一
収
入
役
の
給
料
の
額
等
を
適
正
な
も
一
日
間
の
よ
う
に
取
り
扱
い
、
奈
良
へ
一
な
っ
て
お
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
買
っ
一
女
力
強
く
、
よ
り
豊
か
な
霊
へ
の
羅
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一
た
ば
か
り
の
農
地
を
す
ぐ
に
売
る
こ
と
一
針
盤
、
そ
れ
が
農
業
セ
ン
サ
ス
だ
、
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一
も
農
地
法
の
精
神
に
そ
わ
な
い
も
の
で
一
と
も
い
え
ま
し
ょ
う
。
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幾
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麟
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機
醐
灘
輔
灘
灘
錦
繍
輔
醐
一
地
は
、
買
受
者
.
倍
受
者
又
は
そ
の
世
一
皆
さ
ん
の
協
力
が
え
ら
れ
る
よ
う
、

議

総

ム
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線

滋
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醐
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鱗
麟
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離
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灘
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轍
一
世
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で
永
久
に
耕
作
を
続
け
ら
れ
、
農
一
傑
作
を
お
よ
せ
く
だ
さ
い
。
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勝
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締
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装

行

列

(

一

一

↑
ど
の
災
害
を
受
け
ら
れ
た
場
合
に
税
金
一
二
十
日
(
同
日
付
消
印

ジ

ヤ

お

ど

り

)

一

一

一
は
ど
の
よ
う
に
取
り
扱
わ
れ
る
の
か
、
一
の
も
の
は
石
効
)

O
地
方
色
ゆ
た
か
な

νν
舞

大

会

(

市

庁

前

、

一

一

一
申
告
、
申
請
な
ど
の
期
限
か
建
ひ
る
と
一
マ
一
一
祭
賞
一
席
農
林
大
田
賞
一
名

田
処
チ

l
ム

)

一

一

一
か
、
所
得
税
、
相
続
税
、
酒
税
な
ど
が
一
副
賞
二
万
円

。
繁
華
街
を
ゆ
く
、
仮
装
自
動
車
パ

ν
l
ド

一

一一
軽
減
さ
れ
た
り
、
ま
た
免
除
さ
れ
た
り
一
以
下
一
一
一
席
ま
で

④

N
H
K
文

化

講

演

会

(

南

中

、

重

白

書

τま
す

。

一

詳

し

い

こ

と

は

、

市

総

務

課

統

計

係

見

氏

)

一

一

-
そ
こ
で
み
な
さ
ん
に
直
接
関
係
の
多
一
ま
で
お
向
い
合
せ
く
だ
さ
い
@

報

酬

審

議

会

を

お

くム
ヱミ

九

月

定

例

市

議

お

わ

る

五
百
人
の
来
賓
を
あ
つ
め
て
記
念
祝
典
(
公
会
堂
で
)

語

募

集

標



h
b

社
会
け
ん
き
ゅ

3

は
っ
て
ん
す
る
石
油
悩
学

4
ロ
ケ
ッ
ト
と
人
工
衛
星

5

空
の
耕
学
と
飛
行
機

6
す
ば
ら
し
い
機
械
工
業

7
電
波
と
電
子
の
話

8

電
気
の
世
界

9

ダ
ム
と
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ

叩
海
の
斜
学
と
船

日
せ
ん
い
と
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

ロ
ゆ
め
の
鉄
道

ジ
ュ
ニ
ア
版
松
下
幸
之
助

小
さ
な
自
ぼ
く
ら
の
詩
集

で
あ
っ
た
者
と
生
計
関
係
の
あ
っ
た
旧
陸
、
:
み
の
判
任
文
官
等
で
あ
つ
よ
く
遊
ぶ
子
は
よ
く
伸
び
る
一

3
わ
た
し
f

と
ん
、
ま
く
ら
な
ど
手
落
ち
の
な
い
よ

も

の

に

限

ら

れ

ま

す

。

た

看

と

そ

の

内

線

の

蓑

や

別

一

戸

籍

の

親

の

た

め

の

教

育

百

耕

一

う

う

に

気

を

配

り

ま

し

ょ

う

。

④

こ

の

一

時

金

は

、

一

柱

に

一

会

父

母

等

に

は

、

次

の

震

が

あ

り

ま

幼

稚

園

言

言

お

そ

す

ぎ

る

一

4

あ

た

ら

し

い

?

と

理

想

実

い

し

い

魚

長

け

し

か

支

給

さ

れ

ま

せ

ん

。

す

。

母

親

の

た

め

の

人

生

論

一

工

作

一

十

月

は

魚

と

野

菜

の

お

い

し

い

月

で

3
、
次
の
方
々
に
は
‘
自
の
改
正

O
判

委

事

で

1
の

公

務

傷

病

一

一

き

」

な

し

読

本

一

5

力

の

つ

く

算

数

の

べ

ん

き

ょ

う

す

。

魚

で

は

ま

ず

、

警

ば

、

酢

ビ

め

と
み
な
さ
れ
る
場
A
口
、
そ
の
一
傷
や
一

l
一
般
読
物
l

一

子

ど

も

の

目

一

6

力
の
つ
く
漢
字
の
べ
ん
き
ょ
う

に
よ
り
「
遺
族
年
金
等
」
が
支
給
守
ο

一

、

一

一

に

す

る

の

が

お

い

し

い

し

、

み

品

煮

も

病
気
が
、

6
項
症
以
上
の
と
き
一
新
中
国
を
見
る
・
太
陽
を
信
う
一
テ
レ
ビ
ツ
子
の
教
育
一

7

た

の

し

い

採

集

ゃ

く

だ

っ

標

本

【

戦

没

者

選

窟

援

護

添

改

正

さ

れ

、

す

。

た

だ

し

v

死
亡
の
時
期
は
、
軍
人
軍
れ
ま
す
。
は
障
害
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
o

一
二
つ
の
陰
画
・
襲
撃
一
因
っ
た
幼
児
に
ぎ
し
て
な
っ
た
か
一

8

た

の

し

い

歌

の

本

一

害

く

な

昧

が

あ

り

ま

す

。

秩

い

か

は

次
の
よ
っ
な
京
員
長
す
旦
る
こ
と
⑧
①
の
負
傷
や
病
気
が
査
雪
上
属
退
転
後
二
年
(
壊
と
…
精
神
病
は
①
戦
没
者
(
軍
人
、
軍
属
、
準
高

O
判
任
文
軍
一
寸
が
公
務
の
た
め
死
亡
一
若
き
い
の
ち
の
日
記
・
近
藤
一
勇
一
私
の
受
け
た
家
庭
教
育
一

9

よ

い

絵

の

か

き

か

た

肉

島

く

、

新

し

い

も

の

官

、

お

さ

に
す
ま
え
該
当

Eお
も
わ
の
と
き
は
、
障
害
年
金
が
支
給
さ
れ
を
以
内
で
な
け
れ
ば
す
ま
せ
の
公
務
上
の
空
者
)
死
亡
後
、
昭
さ
れ
た
と
竜
そ
の
内
線
の
妻
や
日
本
一
周
自
転
車
葬
・
襲
|
子
供
三
に
1

一

ω
た

の

し

い

語

一

一

た

に

す

る

0
5意
見

め

れ

号

、

市

社

会

課

に

ご

相

談

の

う

そ

ん

o

和
一
干
一
年
二
月
百
か
高
和
二
別
戸
籍
の
父
母
等
に
は
、
震
年
一
喜
訪
ね
て
・
難
波
の
宮
一
明
る
い
美
し
い
話
一

t
六

年

生

一

少

年

徳

川

護

芳

一

二

一

巻

一

一

煮

は

い

か

が

、

た

て

、

ょ

こ

に

2

え
手
警
を
し
て
く
だ
さ
い
。
⑨
①
の
負
傷
空
病
気
で
死
亡
さ
れ
た

2
3毒

(
国
で
管
十
七
年
間
二
十
九
日
ま
で
時
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
一
炎
語
れ
季
一
、
一
一
二
ニ
建
一
目
で
見
る
学
習
文
庫

11mzへ

の

撃

芳

一

、

士

一

着

一

一

入

れ

て

一

口

切

り

に

し

ク

リ

や

ギ

ン

ー
、
一
苦
笑
(
判
委
事
を
合
と
き
は
、
そ
の
遺
族
に
遺
産
金
ゃ
れ
た
地
域
自
)
勤
務
を
続
け
ら
れ
再
婚
し
、
そ
の
再
婚
を

1
i
t
六
十
才
未
満
の
戦
没
者
の
父
母
一
課
周
一
世
界
塁
己
・
放
霊
一

1

た
の
し
い
エ
チ
ケ
ッ
ト
一

1

原

子

力

と

案

一

一

ナ

ン

、

マ

ツ

タ

ケ

、

サ

ト

イ

モ

と

い

つ

む
)
重
で
あ
っ
た
も
の
が
負
傷
し
弔
慰
金
(
死
亡
の
時
期
が
臨
時
ロ
そ
の
戦
地
勤
務
を
は
な
れ
て
か
ら
一
没
者
の
妻
で
あ
っ
た
者
等
て
現
在
遺
族
年
金
を
害
て
お
一
占
襲
育
に
1
1

言

一

2

よ

い

作

文

の

か

き

か

た

一

2

自

動

車

と

れ

イ

ウ

ェ

イ

一

一

主

に

い

た

め

ま

す

。

昧

つ

け

は

塩

と

た
り
震
に
か
か
っ
た
と
き
そ
れ
を

8
以
後
に
限
る
)
が
支
給
さ
れ
ま
す
年
(
結
核
と
精
神
病
は
=
一
年
)
以
内
②
護
者
の
父
母
、
祖
父
母
、
入
ヂ
ら
れ
る
方
は
、
昭
和
三
十
九
年
十
月
一
言
主

τ
亘
書
ミ
書
i-言
zZ-き
Z-z-一言
za-z奪三官

iz--rEF--z==-23=三
rzzz-EZE-z-主
=--iE

一
ぉ
酒
で
あ
っ
さ
り
と
。
サ
ン
マ
も
し
ゅ

品

目

一

一

円

一

心

知

能

持

ド

曜

日

日

一

週

間

一

日

一

一

昨

一

一

一

一

一

一

一

一

日

比

一

一

民

事

訴

訟

で

費

用

立

て

替

え

一

諸

問

白

書

へ

申

し

込

一

司

詩

型

純

一

昨

昨

日

山

口

一

間
接
、
裏
地
ま
た
は
戦
地
で
在
の
た
め
に
号
、
ま
在
病
気
に
の
死
亡
当
時
の
書
、
子
父
母
o

間

に

氏

を

変

え

た

婚

姻

を

し

、

そ

の

一

一

E
B
I
B
B
-

一
い
季
節
。
と
い
っ
て
通
告

z在

日

錯

誤

諸

説

的

配

韓

碍

時

十

訪

日

五

日

目

立

日

日

開

時

に

お

た

ず

ね

晃

子

)

一

政

府

の

補

助

を

受

け

て

闘

闘

聞

回

一

言

問

メ

ネ

ス

グ

ラ

ジ

一

訪

問

自

供

ね

り

に
き
ほ
か
法
務
と
み
な
さ
霊
軍
人
、
重
で
あ
っ
た
君
遺
族
。
求
人
で
あ
り
、
死
亡
し
た
軍
人
軍
空
れ
ま
せ
ん

G

一
刑
事
の
警
人
て
義
人
の
傭
わ
一
詳
し
い
こ
在
も
よ
り
の
護
士
事

E
E
B
B
-リ

フ

れ

日

μ括
主

風

駐

日

持

法

ス

l

-

;

一

汁

汁

け

け

げ

川

け

け

げ

け

け

げ

け

汁

け

3
r
t
j
j一

れ
な
い
人
に
は
、
量
弁
護
の
制
察
官
に
た
ず
ね
て
く
だ
さ
い
。
一
四
月
の
庭
し
ご
と
一
れ
は
じ
め
た
お
は
、
下
車
宇
ニ
プ
に
バ
タ
ー
を
お
と
し
て
煮
こ
む
と
若

相
続
税
が
死
亡
時
の
一
も
前
年
ま
た
は
前
年
に
同
一
人
寸

j

日

程

j
j
J一
あ
っ
て
、
合
大
部
分
の
実
は
こ
一

t

i

l

i

-

-

一

一

月

に

か

け

て

掘

り

出

し

、

震

し

ま

す

一

、

人

に

よ

ろ

量

れ

ま

す

。

ニ

ラ

義

ル

羽

詰

唯

一

駐

日

訪

日

間

一

r
f

十
一
月
一
日
…
説
一
引
百
説
引
問
説
斡
時
叩
矧
掛
輯
盟
問
軒
時
盟
詩
れ
料
鵠
哩
完
吋
碍
持
詩
詩
吋
持
認
詩
山
比
訪
川
代
れ
告
軒
討H
守

一

7子:ど;も

ιi
相

z談
は
註
崎
持
問
義
鞍
野
吋
む
主Bた志めの

.ま司司ま坤go
贈
撃
与
税
程
は
語
の
詰
財
霊
星
産
色
一
さ
式
れ
ま
手
す
。
一
五
ー

l

庭
球
(
北
中
)
卓
球
(
南
中
)
ハ
イ
キ
ン
グ
(
富
士
…
一
い
も
の
で
し
ょ
う
か
。
一
ご
と
は
一
会
咲
き
の
球
審
の
樋
え
つ
け
一
一
広
報
の
し
お
り
一
一
れ
ま
す
。

一

プ

懇

話

一

③

語

、

贈

与

を

宣

告

一

…

芳

ツ

祭

十

↓

月

三

日

…

一

円

詩

説

話

ユ

市

福

祉

事

務

所

へ

一

日

誌

げ

れ

ど

れ

ほ

け

は

ピ

一

l

詰
立
詳

夜

一

翌

年

の

二

月

百

か

ら

二

月

末

日

剣

道

完

中

)

柔

道

(

警

体

)

弓

道

(

大

洲

高

7
一
一
訴
訟
費
用
が
で
き
な
い
、
弁
護
士
に
支
一
家
庭
で
は
少
な
い
子
ど
も
を
理
想
的
一
リ
ス
、
ア
ネ
モ
ネ
、
ス
ノ
ー
ド
ロ
ッ
プ
.
一
室
足
の
け
が
一

2
す

。

一

ま

で

に

税

務

暑

に

提

出

し

、

納

税

一

一

'

ブ

ト

ボ

ー

ル

(

南

中

、

大

洲

士

陸

上

、

マ

ラ

ソ

ン

…

一

一

一

一

一

ま

す

。

か

き

の

サ

ン

ド

イ

ッ

チ

、

リ

ン

の

①

納

税

義

務

者

一

手

ば

h

z

f

F

(

表

が

橋

折

返

し

)

…

一

払

つ

宇

一

数

料

品

達

が

困

難

だ

H

と
い
一
に
育
て
与
つ
と
い
-
つ
考
え
方
が
多
く
な
を
は
震
で
(
寒
さ
に
じ
よ

3
一
こ
の
月
は
、
遠
足
シ
ー
ズ
ン
で
す
一
ゴ
を
は
さ
ん
だ
パ
ン
食
は
た
の
し
い
も

地
贈
与
柏
の
納
税
義
務
一
も
官
に
し

f
h
d喜一一

/
p
t，
、
十
一
月
八
日
…
一
-
つ
方
々
に
対
し
、
法
律
扶
助
協
会
に
補
一
り
、
買
に
つ
い
て
の
、
世
こ
と
を
も
一
フ
リ
ー
ジ
ア
な
ど
寒
さ
に
弱
い
球
根
は
で
い
靴
を
は
く
ζ
と
か
く
ク
ツ
ず
一
の
で
す
。

開
品
目
V
認

斡

一

@

今

一

年

の

主

な

竪

点

一

寸

U
H
H
J

四

時

)

(

時

町

駅

配

背

中

)

排

球

(

…

一

円

以

刊

に

れ

り

の

費

用

主

て

一

日

時

五

日

目

宣

言

引

い

け

レ

1
ム

撃

事

一

駐

日

山

口

説

刊

行

子

大

震

、

フ

ス

マ

寄

「
得
た
個
入
で
す
。
一
義
憶
が
二
十
万
円
宮
四
十
一
一
、
.
句
な
お
開
会
式
は
、
三
日
に
南
中
学
校
で
行
な
い
ま
す
一
一
法
律
扶
助
協
会
は
、
日
本
弁
護
士
連
一
ぐ
る
生
活
環
境
の
急
激
な
脅
か
り
児
一
φ
寝
苦
株
分
け
と
植
え
か
え
一
め
る
手
当
て
の
喜
を
教
え
て
お
い
て
一
お
天
気
の
よ
い
日
を
み
て
ポ
ツ
ポ

贈
⑨
贈
与
税
の
計
算
一
万
円
に
弓
古
ら
を
し
た
。
農
で

i
i
l
l
s
j
j
j
j
i
i
j
j
j
i
i
i
j
j合
参
つ
く
っ
て
い
る
財
団
法
人
て
一
室
の
若
者
低
下
、
事
実
一
ア
タ
リ
ア
、
す
ム
ラ
、
ス
ズ
ラ
一
三
い
。
芝
こ
芝
で
足
を
す
り
ツ
大
掃
除
の
準
備
を
し
な
け
れ
ば
な
り

l
思
議
題
一
地
の
贈
与
に
つ
い
て
は
、
各
種
の
一
約
七
三
万
石
〉
告
さ
れ
で
い
主
奇
警
は
大
洲
市

2

5

7

」
の
訴
訟
費
立
て
替
え
の
制
度
は
す
遣
し
て
お
り
社
会
的
環
境
の
整
一
ン
、
ガ
l
べ

-
2
E
2一

そ
こ
と
も
雪
の
で
赤
チ
ン
キ
に
一
ま
せ
ん
。

は
二
詰
(
一
塁
り
十
二
月
一
宮
を
備
え
、
手
続
き
を
し
量
一
こ
の
襲
の
密
造
は
昭
和
一
一
主
主
主
つ
な
ヤ
ミ
事
這
い
出

Z互
た
ば
こ
は
一
恵
り
あ
っ
奈
、
主
に
政
府
の
補
一
備
、
浄
化
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
要
一
分
け
は
含
い
っ
ぱ
い
で
言
す
o

東
了
ニ
角
一
芝
な
ど
手
持
た
せ
て
や
早
亡
一
小
人
数
の
室
で
、
事
が
芝
で

〉
に
得
た
す
べ
て
の
贈
与
財
産
の
一
壬
納
税
の
延
期
が
で
き
る
よ
う
一
六
O
七、

0
0
0
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
(
約

τて
い

ま

す

。

一

M

M

M

一
助
を
受
け
て
広
く
活
動
す
る
こ
と
に
な
一
的
に
は
家
庭
の
買
の
価
値
を
雲
仙
識
一
北
地
方
や
寒
い
と
こ
ろ
で
は
な
る
べ
く
一
ょ
う
。
一
も
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
争
は

星
雲
基
官
、
基
礎
控
除
一
に
Tよ
り
ま
し
た
-

7

一
三
六
万
石
)
を
頂
点
と
て
年
々
減
一
み
な
さ
ん
の
ご
男
を
お
願
い
し
ま
す
一
市
内
で
一
っ
た
も
の
で
す
。
一
す
る
必
要
が
あ
る
と
お
も
い
ま
す
。
一
宮
の
方
が
よ
い
で
し
ょ
う
。
カ
ン
チ
一
十
足
首
の
愛
護
テ
l
、
で
す
が
7
7
定
を
た
て
て
天
井
、
押
し
入
れ
、

額
と
し
て
四
十

E控
除
し
た
一

l
lほ
閣

直

一

っ

て

き

て

い

ま

す

。

一

大

洲

喜

一

て

の

製

の

利

用

度

目

で

は

高

一

そ

こ

で

、

子

供

の

こ

と

に

つ

い

て

毎

一

ク

、

シ

ホ

ウ

Z信
号
と
一
移
一
を
に
-
ア
レ
ピ
ツ
子
に
は
謹
思
い
た
し
一
お
望
者
少
し
ず
つ
す
ま
せ
て

警

を

い

い

ま

究

こ

の

残

額

に

一

一

ヤ

ミ

沼

は

入

目

皇

け

て

事

関

係

一

一

買

い

ま

し

ょ

う

一

知

県

に

四

、

豆

件

号

、

松

山

で

も

最

百

面

相

談

に

応

じ

て

お

り

ま

す

。

子

「

|

一

ま

し

ょ

う

。

お

と

な

も

仕

事

読

書

で

一

い

き

ま

し

ょ

う

。

順

序

は

高

い

と

こ

ろ

警

官

孝

品

%

ま

で

の

累

一

ヤ

ミ

酒

を

一

で

非

常

に

不

潔

で

、

し

か

も

フ

!

万

一

一

一

一

ど

も

の

こ

と

で

相

談

し

た

い

こ

と

が

あ

圃

岨

波

れ

号

、

ホ

ウ

サ

ン

か

食

塩

水

で

ー

か

ら

低

い

と

こ

ろ

へ

。

宗

の

電

球

は

草

案

じ

て

霊

童

一

な

く

そ

う

一

1
1
3りま
す

一

一

一

璽

件

名

名

円

一

?

っ

2
1
0
1で

べ
ト
ベ
ト
し
て
い
号
、
は
ず

し

ま

す

。

一

一

こ

れ

等

ω有
害

台

裏

し

、

一

一

一

と

ら

ず

、

や

せ

て

毛

づ

や

が

な

い

え

る

ほ

ど

よ

い

き

で

す

、

今

一

彊

415rzの重
一

先

日

時

打

詰

し

か

し

、

そ

の

寄

贈

与

を

受

け

一

昭

和

一

二

十

八

年

度

の

ヤ

ミ

酒

は

全

国

一

雲

上

に

皇

影

響

が

あ

る

と

い

わ

れ

二

一

一

連

事

メ

モ

一

ひ

ど

く

な

る

と

食

欲

が

な

く

号

が

雪

崩

ミ

一

一

醤

J
Z
j著

書
の
準
一
存
る
の
は
、
円
曜
日
な
ど
男
手
を
か

た
額
が
早
万
円
以
下
で
あ
っ
て
一
三
一
一
一
七
、

0
0
0
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
(
一
て
い
ま
す
o

一一一

f

ゲ

リ

を

す

る

。

こ

ん

な

牛

は

亘

一

白

血

洲

二

備

と

整

理

で

し

ょ

う

。

あ

み

も

の

の

一

り

ら

れ

る

日

を

ま

っ

て

や

り

ま

し

ょ

う

一T一
つ
、
稲
努
の
刈
却
り
取
専
り
時
騒
期
調
更
べ
て

Eb雪り2つて
芝
く
だ
さ

Rい
。
案
一
=
三
一
ニ
一
て
、
果
景
樹
園
害
の
石
震
灰
施
南
用
一
一
三
一
一
閉
幽
数
者
者
損
伏
三
二
手
配
、
背
震
広
や
雪
コ
7llトは構
惰
れ
交
た
日
巴
に
一
秋
風
黒
が
立
つ

2と、
フ
ス
マ
の
破
れ
話が

一
悶
皇
誼
普
回
通
君
中
生
等
で
て
、
穏
察
が
出
宅
て
か
宮
ら
外
サH
カ2ンテ雪ツ
H

がポいる亀場
A会
口
諒
が
柿
、
桃
、
ヴ
ブ
，
ド
占
ウ
畑
標
の
土
走
は
.
酸

一

四

五

1
五
O
日
.
ま
た
晩
生
で
多
ハ
い
口
い
リ
。
だ
い
た
いU
5
1四
O
M効
性

が

多

い

。

こ

れ

は

樹

の

生

育

に

三

聞

醐

幽

二

て

い

つ

で

も

替

り

れ

る

よ

う

に

、

ハ

ン

一

η
主
婦
一
か
す
る
か
全
部
張
り
替
え
る
な

一

五

O
l五
五

円

白

ご

ろ

が

よ

い

の

牛

が

か

、

っ

て

い

る

。

よ

く

な

い

の

で

、

十

ア

ー

ル

当

り

一

二

一

ガ

l
に
つ
る
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
二
ら
忠
人
に
た
の
ま
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

一
回
穂

ω元
枝
に
青
い
モ
ミ
が
四
l

O

原

因

六

O
l七
0
キ
ロ
を
早
く
施
周
す
一
一
一
植
も
今
月
θ
っ
ち
で
す
。
一
下
旬
に
な
る
と
火
の
ほ
し
い
夜
も
あ
一
早
目
に
申
し
こ
ま
な
い
と
、
こ

C
Z

一
五
粒
あ
る
と
き
が
よ
い
。
カ
ン
テ
ツ
と
い
う
n
ヒ
ル
w
に

る

こ

と

。

一

一

一

φ
植
え
つ
け
と
植
え
か
え
一
り
ま
す
。
老
人
の
い
る
家
庭
で
は
、
火
一
は
入
手
不
足
で
な
か
な
か
き
て
く
れ
ま

一

似

た

宗

、

牛

の

既

乞

つ

の

中

三

ボ

タ

ン

票

の

植

え

つ

け

は

今

月

ド

ば

ち

ゃ

湯

た

ん

ぽ

な

ど

自

害

し

て

一

せ

ん

。

一
二
、
牛
の
カ
ン
テ
ツ
症
に
い
て
肝
ぞ
う
の
働
き
を
じ
大
洲
農
業
改
良
普
及
所
一
一
一
っ
ぱ
い
で
す
ポ
ケ
の
移
植
は
、
中
、
一
お
き
た
い
も
の
で
す
。
一
台
風
や
大
雨
で
い
た
ん
だ
家
の
修
理

一

も

の

食

い

の

よ

い

わ

り

あ

い

に

ふ

や

ま

す

る

の

が

原

因

。

一

一

下

旬

が

い

ち

ば

ん

ょ

い

と

さ

れ

て

い

ま

一

冬

寝

具

の

用

意

ト

早

目

に

i
i

一
も
で
き
る
だ
け
早
く
片
づ
け
て
、
冬
を

l
l
H
一
す
。
パ
ン
ジ
ー
、
キ
ン
セ
ン
カ
な
ど
の
一
た
ん
ぜ
ん
、
か
け
ぶ
と
ん
、
こ
た
っ
ぷ
一
迎
え
る
準
備
を
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

始

末

(2) 

公

務

傷

病

の

範

囲

拡

大

遺

族

護

の

改

正

援

法

1 0日昭和 39年 10月調葺局元予防捗輔アζ."i 方 .10 4号

け

f、
」ノ

火

日

声

、可怜

帆〉‘

主

婦

。

，心

台、

け

ト
仇
れ
ソ

J
弘

U

A

U

用

、/)

新
購
入
図
書
案
内

日

市

立

図

書

館

日

五
月
か
ら
十
月
頃
い
、
湿
地
帯

の
草

ω中
に
子
虫
か
つ
い
て
い

て
、
そ
の
草
を
牛
が
食
-
っ
と
か

か
る
。

。
手
当

診
断
の
結
果
、
い
る
こ
と
が
わ

か
れ
ば
次
の
薬
を
与
え
る
。

巳
チ
オ
ノ
1
ル
壱
牛
の
体
重
一

キ
ロ
に
つ
い
て
、
。
、

O
ニ1

0
、
O
三
グ
ラ
ム
。
か
り
に
体

重
四
百
キ
ロ
と
す
る
と
、
十
グ

ラ
ム
に
な
る
。
ゃ
、
多
目
に
与

記

」

最

後

しヨ

つ

火

の


